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ぼくが考える社会を明るくする運動
香川県・丸亀市立郡家小学校・四年
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　「社会を明るくする運動って、どんな運動なん？」
　ぼくの学校では、夏休みに作文を書く宿題がでます。いくつかあるテーマの中から、自分が書きたいものを選ぶのですが、その中にあった「社会を明るくする運動」という言葉が気になりました。お母さんに聞くと、
「自分で調べるのが一番!」
という返事が返ってきたので、インターネットで「社会を明るくする運動」とけんさくしました。そして、法むしょうのきっずるーむにあるこう生ペンギンのホゴちゃんの物語にたどりつきました。そのページを見ているとお母さんが、
「遥太のおじさんは、クジラ先生と同じ保護司なんだよ。」
と教えてくれました。今度は、保護司が気になりはじめました。お母さんに聞くと、また、
「自分で調べるのが一番!」
という返事が返ってきたので、おじさんにインタビューをすることにしました。
　まずは、保護司がどんなことをしているのかを聞きました。はんざいやひ行をした人のこう生や社会ふっきのお手伝いをしているボランティアだそうです。ぼくは、はんざいやひ行をした人と関わるのは、少しこわい
と思いました。そのことを伝えると、おじさんは、
「はんざいやひ行をした人、全員に共通して言えることは、はんざいをやりたくてやったひとは一人もいないということだよ。人間関係がうまくいかない、どうしてもお金がないなどの生きづらさから、はんざいをおかしてしまうことがあるんだよ。」
と、話してくれました。ぼくは、その話を聞いて、それは、はんざいをし
た人も、心の底から悪い人はいないということだと感じ、安心することが

できました。でも、どうして、いけないことだと分かっていても、悪いこ
とをしてしまうのかふしぎに思いました。
　ぼくは、人前で自分の気持ちを伝えるのが苦手です。じゅぎょう中、発
表したいと思っても、きんちょうして手をあげられません。
ほかの人からしたら、人前で話すことは大したことではないかもしれませ
んが、ぼくにとってはハードルが高く、そんな場面になるとなんだか生きづらく感じます。でも、ぼくの周りの友だちも先生も、家族も大ぜいの前で発表することが苦手なぼくをせめる人は、一人もいません。じゅぎょうさんかんのときに発表できなかったことを気にしていたら、さんかんに来てくれたお父さんが、
「発表が苦手な遥太も遥太だから、だいじょうぶだよ。」

と、話してくれました。ぼくの苦手なことも受け入れてくれていると知って、安心することができました。
　ぼくは、どうして、はんざいやひ行をしてしまうのか、すべての気持ちをりかいすることはできません。でも、その人が感じている生きづらさを受け入れてくれる人が周りにいたら、生き方が変わるのかも、と考えられるようになりました。
　はんざいやひ行をした人は、自分のことをあたたかく受け入れてくれる保護司と出会えることで、心がほっと安心できると思います。おじさんも、自分が関わることで、何もかも信用できず後ろ向きだった人が、前を向いて生きようと思ったり、新しい仕事を見つけて働いたりしているすがたを見ることが、保護司のやりがいだと話してくれました。
　ぼくは、社会ふっきをめざしている人をささえられるように、たくさんの保護司がいたらいいのにな、と思いました。でも、保護司の数はへっていて、高れい化も進んでいるそうです。おじさんも、いつもは別の仕事をしているので、保護司として活動するために、仕事の時間を調整しています。自分がたんとうする人と、もう少しゆっくり時間をかけて関わることができたら、もう一度、はんざいやひ行をしてしまう、さいはんのよぼうにもつながると思うんだけどな、と話してくれました。
　今すぐに、ぼくは保護司になって、活動することはできません。でも、ぼくにも周りの人を受け入れることはできます。その人の苦手なことを受け入れる、つらい思いをしている人の気持を受け入れる、自分とちがう考えも一度は受け入れる。ぼくが受け入れることで、周りの人が笑顔になったり、安心したりできるといいな、と思います。
　今のぼくが、
「社会を明るくする運動って、どんな運動なん？」
と、だれかに聞かれたら、
「みんなが受け入れられて、ほっと安心できる気持ちを広げていく運動だよ。」

と自信をもって答えます。
法務省“社会を明るくする運動”中央推進委員会主催
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